
 

 

令和４年度一関清明支援学校 公開講座「聴覚障がい児への支援～幼少期から高等部卒業まで～」を８月

３日（火）に本校舎で行いました。各年齢段階の聴覚障がいのお子さんへの支援経験がある本校職員３名が

講師を務め、外部からは８名の先生方にご参加いただきました。 

当日は、きこえについて、オージオグラムの読みとり方、補聴機器についてなどの基礎的な内容と、乳幼

児期、小中学部、高等部での学校における支援と卒業後の生活について、支援のポイントを具体的な指導方

法や取り組みの様子を交えながらご紹介しました。 

参加者の方からは、「それぞれの時期に合った支援の仕方を聞き、参考になった」「補聴器をつけている＝

完全に聞こえているということではないことを常に心に留め、関わるようにしたい」等の声が聞かれました。 

 

～配付資料より（一部抜粋）～ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

＊令和５年度も開催予定です。 

  

 TEL ０１９１－３３－１６００  担当：幼小学部・教諭 伊藤起子 

 

＜アンケートから＞（たくさんいただきましたが、その中から一部掲載します。） 

・授業の中で、言葉だけで教えようとするのではなく、イラスト等を添えながら教えるようにしたい。 

・マスクを着用して保育を行っているので、口の動きを見せながら会話をするのが難しい状況。表情、

仕草に十分意識して、丁寧に関わるようにしたい。補聴器をつけ直した時に聞こえの確認をするよう、

職員間でも伝え合いたい。 

・ロジャーを使うようになり、言葉の入り方が変わったと感じる。ロジャーの聞こえを体験してみたい。 

 

 

 


